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10
月
10
日
、
ア
ス
ベ
ス
ト
東
京

第
1
陣
訴
訟
の
東
京
高
裁
差
戻
し

審
が
結
審
し
ま
し
た
。
提
訴
か
ら

15
年
、
建
材
メ
ー
カ
ー
の
道
理
の

な
い
抵
抗
に
よ
り
解
決
が
長
引

き
、
原
告
の
9
割
近
い
方
が
亡
く

な
る
中
で
の
結
審
で
し
た
。
東
京

土
建
か
ら
97
人
、
全
体
で
2
5
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

裁
判
所
前
で
の
決
起
集
会
、
入

廷
行
進
の
後
、
原
告
団
・
傍
聴
人

の
入
廷
と
、
衆
議
院
会
館
で
の
報

告
集
会
に
分
か
れ
ま
し
た
。

報
告
集
会
で
は
、
闘
争
本
部
か

ら
の
代
表
あ
い
さ
つ
お
よ
び
弁
護

団
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

事
業
主
、
一
人
親
方
を
含
む
3
4

7
人
（
原
告
総
数
）
が
建
材
メ
ー

カ
ー
12
社
に
対
し
、
和
解
に
よ
る

解
決
と
補
償
基
金
へ
の
拠
出
を
求

め
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。集

会
の
終
了
と
同
時
刻
、
裁
判

所
内
で
記
者
会
見
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
判
決
日
は
追
っ
て
通
知
さ

れ
ま
す
が
、
裁
判
官
は
原
告
・
被

告
双
方
に
「
こ
の
事
件
は
和
解
に

よ
る
解
決
が
望
ま
し
い
」
と
和
解

を
勧
告
し
ま
し
た
。

今
後
、
建
材
メ
ー
カ
ー
の
姿
勢

が
問
わ
れ
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
の
運
動
で
被
害
者

全
員
の
救
済
を
求
め
て
闘
っ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
文
京
・
書
記

・
太
田
至
豪
記
】

衆
議
院
小
選
挙
区

の
区
割
変
更
に
よ

り
文
京
区
と
豊
島

区
が
新
・
東
京
10

区
と
な
っ
た
た

め
、
豊
島
支
部
と

合
同
で
国
会
議
員

懇
談
を
行
い
ま
し

た
。国

保
の
育
成
強

化
や
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
救

済
、
建
設
産
業
の
窮
状
な
ど
を
伝

え
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
組
合
か

ら
国
会
議
員
へ
、
地
域
運
動
へ
の

協
力
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

7
月
19
日
、
豊
島
支
部
の
宮
本

委
員
長
と
文
京
支
部
の
高
橋
執
行

委
員
ほ
か
3
人
で
立
憲
民
主
党
の

鈴
木
庸
介
衆
議
院
議
員
を
訪
問
。

10
月
に
導
入
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス

増
税
反
対
運
動
へ
の
協
力
を
要
請

し
ま
し
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

豊
島
各
界
連
・
文
京
各
界
連
の
合

同
定
例
宣
伝
に
毎
月
参
加
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
地
域
で
の
共
闘
関

係
の
強
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
9
月
19
日
に
は
、
豊
島
支

部
の
宮
本
委
員
長
ほ
か
3
人
で
自

民
党
の
鈴
木
隼
人
衆
議
院
議
員
を

訪
問
。
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の

到
達
と
課
題
を
伝
え
、
石
綿
給
付

金
法
改
正
の
国
会
請
願
に
賛
同
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
建

材
企
業
拠
出
の
制
度
設
計
に
つ
い

て
詳
し
く
聞
き
た
い
と
の
要
望
が

あ
り
、
後
日
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
後
は
11
月
に
予
定
し
て
い
る

地
域
原
告
の
集
い
や
12
月
の
院
内

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
参
加
を
要
請

し
、
司
法
で
救
済
で
き
な
か
っ
た

課
題
を
政
治
の
力
で
解
決
で
き
る

よ
う
、
協
力
体
制
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

右から、鈴木隼人議員、賛同署名
を受け取る宮本委員長（豊島）と
野本書記長（文京）

原告、弁護団を先頭に入廷行進

【
本
部
・
書
記
・
高
見
京
子

記
】
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
・
第

1
陣
控
訴
審
結
審
に
向
け
た
原
告

団
総
会
を
9
月
30
日
に
本
部
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

東
京
・
埼
玉
・
千
葉
の
原
告
団
、

弁
護
団
、
組
合
役
員
・
書
記
等
1

1
6
人
、
東
京
土
建
は
64
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
東
京
原
告
団
を
代
表

し
て
企
業
原
告
の
戸
根
山
さ
ん

（
足
立
支
部
）
か
ら
力
強
い
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
水
口
弁
護
士
か
ら
、
今
回

の
総
会
は
、
10
月
10
日
に
東
京
高

裁
で
第
1
陣
差
戻
審
が
結
審
す
る

た
め
、
①
こ
れ
以
上
裁
判
を
長
引

か
せ
な
い
た
め
に
和
解
協
議
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
、
②
解
体
改
修

作
業
者
に
つ
い
て
は
和
解
で
は
な

く
判
決
を
求
め
る
、
③
違
法
期
間

の
始
期
と
終
期
を
変
え
る
よ
う
主

張
・
立
証
す
る
等
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
、
井
上
弁
護
士
か
ら
、
最

高
裁
判
決
を
是
正
す
る
た
め
に
、

判
決
の
ど
こ

に
問
題
が
あ

る
の
か
説
明

が
あ
り
ま
し

た
。
①
国
に

つ
い
て
は
、

屋
外
作
業
を

排
除
し
た
問

題
と
責
任
期

間
の
問
題
、

②
メ
ー
カ
ー

に
つ
い
て
は

企
業
の
数
、

屋
外
作
業
と

解
体
作
業
を

排
除
し
た
問

題
、
責
任
期

間
に
つ
い
て

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
2
・
3

・
4
陣
で
の
更
な
る
運
動
の
展
開

を
確
認
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

訴える松本副委員長（中央）と
大木税対部長（左）

10
月
6
日
、
東
京
都
連
が
主
催

す
る
イ
ン
ボ
イ
ス
・
大
衆
増
税
反

対
の
宣
伝
行
動
が
銀
座
・
マ
リ
オ

ン
前
、
渋
谷
・
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ

前
、
新
宿
駅
西
口
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
3
カ
所
合
計
で
、
の
べ
11

組
合
、
82
人
、
東
京
土
建
か
ら
は

26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
新
宿
駅

で
は
東
京
土
建
か
ら
、
松
本
久
人

副
委
員
長
、
大
木
栄
一
税
対
部

長
、
吉
川
豊
常
任
が
発
言
。

松
本
副
委
員
長
は
、
「
今
、
食

料
品
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
必
需

品
が
値
上
げ
を
し
て
い
る
が
、
国

は
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
の
大
き
い

消
費
税
率
を
下
げ
る
こ
と
は
全
く

考
え
て
い
な
い
。
加
え
て
イ
ン
ボ

イ
ス
の
導
入
は
収
入
の
少
な
い
個

人
事
業
主
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
と

っ
て
更
な
る
増
税
と
な
る
。
絶
対

に
許
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

大
木
税
対
部
長
は
、「
政
府
は
防

衛
費
の
増
額
の
た
め
に
、
消
費
税

を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
、

庶
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、
声

を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
み
な
さ
ん
、
一
緒
に
な
っ
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

最高裁判決について説明を聞く参加者

9
月
25
日
、
中
央
社
保
協
が
主

催
し
、
医
労
連
、
全
日
本
民
医
連
、

保
団
連
、東
京
土
建
が
賛
同
す
る
、

保
険
証
廃
止
に
反
対
す
る
宣
伝
を

行
な
い
ま
し
た
。

仕
事
帰
り
で
人
通
り
の
多
い
時

間
帯
の
17
時
か
ら
、
新
宿
駅
南
口

で
訴
え
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
し
、

署
名
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。全
体
で
51
人
、

東
京
土
建
か
ら
は
23

人
が
参
加
し
ま
し

た
。政

府
は
来
年
の
秋

か
ら
、
健
康
保
険
証

を
廃
止
し
て
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
に
一
本
化
す

る
法
律
を
6
月
の
通

常
国
会
で
成
立
さ
せ

ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
保

団
連
の
会
長
で
医
師

の
住
江
憲
勇
さ
ん

は
、
「
政
府
は
マ
イ
ナ
保
険
証
で

医
療
デ
ー
タ
を
吸
い
上
げ
、
個
人

情
報
を
大
企
業
に
提
供
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
国
民
の
命
、
健
康
、

暮
ら
し
よ
り
も
、
企
業
の
新
た
な

市
場
拡
大
を
優
先
さ
せ
る
政
策
が

今
、
横
行
し
て
い
る
。
こ
の
動
き

を
止
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。ま
た
、

政
府
は
軍
事
費
の
大
幅
増
を
す
す

め
て
い
る
。
何
と
し
て
も
阻
止
し

て
、
日
本
が
戦
争
を
す
る
国
と
な

る
流
れ
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

東
京
土
建
か
ら
は
末
浪
明
子
書

記
が
、
「
日
本
は
国
民
皆
保
険
制

度
の
国
だ
が
、
健
康
保
険
証
を
廃

止
し
て
、
任
意
の
マ
イ
ナ
保
険
証

に
代
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ

で
は
事
実
上
の
マ
イ
ナ
保
険
証
強

制
で
、
政
府
は
代
わ
り
に
資
格
確

認
証
を
発
行
す
る
と
言
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
な
ら
ば
今
の
保
険
証
を

そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
れ
ば
い
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

9
月
23

日
、
銀
座
ブ

ロ
ッ
サ
ム
を

会
場
に
、
東

京
地
方
労
働

組
合
評
議
会

（
東
京
地
評
）

の
第
22
回
大

会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

冒
頭
、
矢

吹
義
則
議
長

が
「
戦
争
か

平
和
か
の
岐

路
に
立
つ
情

勢
だ
。
労
働
者
を
守
り
、
公
共
を

住
民
の
手
に
取
り
戻
す
よ
う
が
ん

ば
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
全
労
協
議

長
か
ら
も
「
戦
争
前
夜
の
よ
う
。

地
評
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
い

く
」
と
力
強
い
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。井

澤
事
務
局
長
の
議
案
提
案
の

後
、
「
質
疑
・
討
論
」
で
は
代
議

員
か
ら
29
本
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
東
京
土
建
か
ら
は
丸
山
篤
義

副
委
員
長
と
東
京
地
評
青
年
協
と

し
て
長
沼
大
生
青
年
部
副
部
長
が

発
言
し
ま
し
た
。

役
員
選
出
で
は
、
議
長
に
引
き

続
き
矢
吹
義
則
氏
を
選
出
、
東
京

土
建
か
ら
は
小
番
徹
副
議
長
（
非

専
従
）
、
井
澤
智
事
務
局
長
（
専

従
）
、
北
川
誠
太
郎
幹
事
（
非
専

従
）
が
い
ず
れ
も
再
任
、
中
村
修

一
常
任
幹
事
（
専
従
、
東
京
土
建

特
別
中
央
執
行
委
員
）
は
事
務
局

次
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
今
度
、
Ｃ
Ｕ
東
京
の
書
記

長
と
な
る
白
滝
誠
さ
ん
が
副
議
長

退
任
の
あ
い
さ
つ
を
行
な
い
ま
し

た
。

新宿駅南口での反対宣伝 公共を住民の手に

アスベスト

暮らしはすでに限界

東
京
第
一
陣
が
結
審

今は戦争か平和かの岐路

３駅で増税反対を訴える

建
材
企
業
は
和
解
に
応
じ
よ

東
京
地
評

原告団総会

ど
こ
が
問
題
か
確
認

屋
外
と
解
体
の
排
除
な
ど

マ
イ
ナ
保
険
証
Ｎ
Ｏ

医
療
情
報
流
出
を
訴
え
る

文京・豊島

区
割
変
更
で
訪
問

石
綿
国
会
請
願
に
賛
同


